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中小企業オーナーに「自社のリスクをなんとかしなけりゃな」と思わせる本

―中小企業診断士によるやさしいリスクマネジメント―

目的　毎日の仕事に汲々としている中小企業オーナーにとって、「リスクマネジメント」というと大企業向けに取られ、顧みられることが少なかった。しかし、あらためて自社のリスクを見直し、限られた経営資源の中でそのリスクをなんとかすることで、企業体質を改善し、より安定的な成長を目指せるようになることを認識してもらうことを目的とする。

1. 自社の周りに潜むリスクは意外に多いことを意識させる。

2. リスクの発見から、その対応策の選択方法などの「やり方」を説明する。

3. 中小企業向けの具体的なリスク対応策を例示し、自社の対策のヒントにしてもらう。

従来のリスクマネジメントを取り上げた書籍は、学者や大手監査法人による専門書が中心であり、やさしく書かれたリスクマネジメントの入門書は売れていない。書店のリスクマネジメント棚に来る人は、目的意識がある大企業のサラリーマンが多く、入門書のニーズは低いと思われる。また、本来、リスクマネジメントの入門書にニーズがあると思われる中小企業オーナーは、リスクマネジメント棚まで来ない。

そこで、あえてタイトルから「リスクマネジメント」を取り払い、中小企業オーナーが手にしやすい経営棚に並べられるリスクマネジメント啓蒙本を作成しようという考えに至った。

中小企業診断士協会のリスクマネジメント研究会による、研究成果の集大成として、リスクマネジメントを豊富な事例をもとに、より身近な問題として感じてもらいつつ、「JIS Q 2001：リスクマネジメントシステム構築のための指針」をベースとしたリスクマネジメントのハウツーを優しい言葉でわかりやすく伝える。その結果、読者がリスクマネジメントの必要性に気づき、その対策へ行動を移すことをサポートしたいと考えている。

計画　700字×200ページ、1,500円、初版2,000部、07年1月出版予定

現状　構成を検討し、目次を別紙の通り作成済み。

　　　執筆は、リスクマネジメント研究会会員（２０名）による分担。

　　　7月例会において、執筆分担を決定する予定。

要望　書店の「リスクマネジメント」の棚だけではなく、「社長業」や「経営」の棚に並べられるような本として出版していただきたい。

【添付】

· リスクマネジメント研究会の概要

· 目次案

